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 HDベッド数：10床

 HD実施曜日：火・木・土・日

 受け入れ最大人数：20名→ 25～30名
（2月6日現在、17名が入所）

 1クールの場合HD時間は4時間、2～3クールになった
場合は3～3.5時間で対応。

赤羽酸素ステーション透析室の概要



 ADLは自立
〇自立歩行可能な方

× 介助を要する患者は困難

 病院ではなく酸素Stであり、医療行為はできない。ま
た、看護師のマンパワーにも限りがある。

 食事は自分で、トイレまで自力で行ける症例に限る。
また、多くの症例はroom airである。

 車いす移動、寝たきりの症例は受け入れ不可。

赤羽酸素ステーション

受け入れ可能な透析患者



急性期病院で入院・抗体治療を行い、肺炎がなくroom air 
で全身状態が良好。しかし、退院までの日数が残っている。

→ 赤羽酸素Stを利用して頂き、急性期病院では空いた
病床に新規症例の受け入れをお願いしたい。
限られた病院の病床を有効利用して頂きたい。

赤羽酸素ステーション

受け入れ可能な透析患者（下りの症例）



 連日、受け入れ可能な患者を東京都新型コロナ感染症情
報システム（MIST）および入院調整本部の透析患者リス
トから抽出している。

→  年齢、ADL、合併症、酸素飽和度などをチェックして赤
羽酸素ステーションからも保健所、医療機関を通し
て受け入れを行い、中和抗体治療（ゼビュディ）を実施。

軽症の早い段階であれば、上り症例の受け入れも可能。

赤羽酸素ステーション

受け入れ可能な透析患者（上りの症例）



 病院機能はほぼ無いため、点滴や処方などはできない。
カロナール、ロキソニン程度しかありません。
レントゲン撮影や検査などもできません。

 2週間分（最低1週間分）の処方を持参して下さい。

 クリニック通院中の患者であれば不足した内服薬はク
リニックで処方して頂き、都の職員がクリニックへ取
りに行きます。

赤羽酸素ステーション

注意点



 3～4日間、透析を受けられていない症例が存在します。

 現在、ほとんどのクリニックでは、入院が決定するま
で自施設で隔離のうえHDを施行して頂いております。

 3～4日間、HDができなかった症例の状態は確実に悪化
しています。そのような状態では病院への入院が必要
で、赤羽酸素ステーションでは対応できません。

 陽性が確定した場合、速やかに経口薬のラゲブリオの
処方をお願いします。

赤羽酸素ステーション

注意点





 2月6日現在、17名が入所

下り症例 2名 上り症例 15名

赤羽酸素ステーション
透析患者の内訳



陽性が確定した場合、速やかに経口薬のラゲブリオの処方をお願いします。

透析クリニックへのお願い


